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ちっちゃな青空／という言葉がやけに好きだった 松尾和子の歌う「再会」／あたしの見ていた空
はいつだって大きかった／よそよそしくていじわるで きどりや／だから あっかんべ／ちっちゃな
青空って／かわいい かわいいかわいいといっていると／ひとりにしないでとちっちゃな青空がい
うので／抱きかかえてあたしだけのおうちに帰った（「夏のおわりに父」より）

自分にとって原型となり得る詩、という言葉が常に頭の隅にあった。今ようやく自分の書いてきた
おぼつかない詩がジグソーパズルのように一つの風景を見せ始めてくれている。（「あとがき」より）
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